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残
暑
の
候
、
三
翠
化
学
会
会

員
諸
氏
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ま
す
ま
す
ご
健
勝
で
、
ご
活
躍

の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。
日
頃
は
三
翠
化
学
会
の
同

窓
会
活
動
に
ご
理
解
、
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
平
成
三
〇
年
度
は
、
親
会
三

翠
会
の
同
窓
会
開
催
の
年

で
あ
り
、
三
翠
化
学
会

は
、
親
会
開
催
に
便
乗

す
る
形
で
総
会
の
み
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
親
会
は
生
物
資
源
学

部
創
立
三
〇
周
年
で
、
そ

の
記
念
講
演
会
も
あ
り
三

翠
化
学
会
総
会
、
三
翠
同

窓
会
三
重
県
支
部
総
会
、

三
翠
同
窓
会
総
会
、
生
物

資
源
学
部
創
立
三
〇
周
年

記
念
講
演
会
、
そ
し
て
祝

賀
会
（
三
翠
同
窓
会
懇
親

会
と
共
催
）
と
盛
り
沢
山
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
、
三
翠
化
学
会

総
会
も
コ
ン
ビ
ニ
の
軽
食
を
食

べ
な
が
ら
の
一
一
時
ス
タ
ー
ト

と
な
り
、
全
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
修

了
は
一
八
時
を
過
ぎ
て
い
ま
し

た
。

　
三
翠
化
学
会
総
会
は
、
会
員

二
三
名
が
参
加
し
、
生
物
資
源

学
部
二
一
六
教
室
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
杉
﨑
会
長
、
梅
川
学
部

長
の
あ
い
さ
つ
に
始
ま
り
、
議

長
に
石
原
則
幸
氏
（
大
35
）
を

選
び
、
二
九
年
度
事
業
報
告

（
西
尾
幹
事
）、
同
年
度
会
計
報

告
（
木
村
副
会
長
兼
会
計
）、

監
査
報
告
（
久
松
監
事
）
が
行

わ
れ
、
次
い
で
三
〇
年
度
事
業

計
画
、
予
算
が
提
案
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
度
は
、
年
度
末
三
一

年
三
月
に
卒
業
生
が
、
一
六
年

振
り
に
三
翠
化
学
会
に
入
会
す

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の

入
会
条
件
に
つ
い
て
の
提
案
が

あ
り
（
三
翠
会
同
窓
会
費
を
納

入
し
て
い
な
い
卒
業
生
も
い

る
）、
当
会
と
し
て
は
、
会
費

納
入
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
入

会
を
認
め
る
こ
と
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
三
翠
同
窓
会

会
長
の
選
出
を
要
請
さ
れ
、
久

松
眞
氏
（
修
８
　
三
重
大
学
名

誉
教
授
）
を
推
薦
す
る
こ
と
が

提
案
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た

（
当
日
数
時
間
後
の
三
翠
会
総

会
で
無
事
会
長
に
選
出
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
三
翠
化
学

会
か
ら
は
、
三
翠
化
学
会
創
立

以
来
四
十
数
年
を
経
て
、
初
め

て
の
三
翠
同
窓
会
会
長
が
誕
生

し
ま
し
た
）。
と
い
う
こ
と
で

全
議
案
共
満
場
一
致
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　
生
物
資
源
学
部
創
立
三
〇
周

年
記
念
講
演
会
は
、
大
講
義
室

で
開
催
さ
れ
、三
重
大
学
学
長
、

三
翠
同
窓
会
会
長
の
あ
い
さ
つ

に
続
い
て
、
大
学
院
生
物
資
源

学
研
究
科
長
の
梅
川
逸
人
先
生

に
よ
る
「
生
物
資
源
学
研
究
科

の
変
遷
と
現
在
」、
三
重
大
学

名
誉
教
授
天
野
秀
臣
先
生
に
よ

る
「
農
学
部
＋
水
産
学
部
＝
生

物
資
源
学
部

：

創
設
時
と
そ

の
後
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
」
の
講
演

が
あ
り
、
生
物
資
源
学
部
の
創

設
と
変
遷
に
つ
い
て
の
紆
余
曲

折
の
三
〇
年
に
つ
い
て
、
そ
の

苦
労
話
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
話
さ

れ
ま
し
た
。

　
祝
賀
会
は
、
生
協
第
一
食
堂

で
開
催
さ
れ
、
約
一
五
〇
名
の

農
学
部
、
生
物
資
源
学
部
の
同

窓
諸
氏
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

三
翠
化
学
会
か
ら
は
約
二
〇
名

が
参
加
さ
れ
、
他
学
科
の
同
期

の
諸
氏
と
何
年
振
り
か
の
旧
交

を
温
め
、
交
流
を
は
か
ら
れ
、

楽
し
い
一
時
を
過
ご
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　
三
翠
同
窓
会
の
会
長
は
こ
れ

ま
で
志
茂
会
、
林
学
会
、
農
学

会
か
ら
選
ば
れ
て
き
ま
し
た

が
、昨
年
の
総
会
か
ら
農
機
会
、

勢
水
会
、
化
学
会
か
ら
も
選
ば

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま

ず
は
本
同
窓
会
か
ら
出
す
こ
と

に
な
り
そ
の
席
に
小
生
が
座
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
三
翠
化

学
会
は
昭
和
四
八
年
に
発
足
し

ま
し
た
。
丁
度
こ
の
と
き
食
品

化
学
の
大
学
院
生
で
滝
先
生
の

指
導
の
も
と
澱
粉
構
造
の
研
究

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
本

新
聞
の
前
身
で
あ
る
機
関
誌
こ

う
よ
り
の
作
成
を
み
ん
な
と
協

力
し
な
が
ら
行
っ
た
こ
と
は
懐

か
し
い
思
い
出
で
す
。
大
学
創

立
七
〇
周
年
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

三
重
大
学
全
学
同
窓
会
は
動
き

出
し
ま
し
た
。
同
窓
会
を
も
っ

と
よ
く
し
て
い
く
難
題
に
む

け
、
ど
の
よ
う
な
情
報
提
供
や

活
動
が
在
学
生
の
同
窓
会
勧
誘

に
ふ
さ
わ
し
い
の
か
と
い
っ
た

こ
と
も
議
論
し
ま
し
た
。
皆
様

か
ら
も
知
恵
を
賜
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
の
で
ご
理
解
と
ご

協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

久
松
氏　

三
翠
同
窓
会
会
長
に
就
任

令和元年度三翠化学会
同窓会のご案内

記

日　時　	令和元年 10 月 12 日（土曜日）　
　　　　11：00 受付開始
総　会　11：30 ～ 12：00
講演会　12：00 ～ 13：00
　講師 :吉岡	基氏（本学教授）
　演題 :「	クジラとイルカ、捕鯨を取り巻く最

近の動き」
　内容：	日本では、古来から鯨類を重要な水

産資源として利用してきた。しかし、
1970 年代にクジラが環境保護のシン
ボルとなって以降、日本は、国際世論
の影響を受ける中で、商業捕鯨の中止
と「調査捕鯨」の実施、イルカ漁業の
存続や水族館でのイルカ飼育の問題に
取り組んでいる。講演では、こうした
鯨類を対象とした漁業等の現状と課題
について紹介する。

懇親会　	13：15 ～ 15：15（鯨料理を用意する
予定）

会　場　総会、講演会：生物資源学部大講義室
　　　　懇親会：三重大学生協　第１食堂
懇親会会費　5,000 円

三
翠
同
窓
会
会
長
と
し
て
ご
挨
拶

�

久
松
　
眞
（
院
８
）

　大 42 回生と修士 29 回生の第 3 回同窓会を平成 30 年 9 月 8 日に
幹事である杉井・西尾のもと津駅にある伊勢門本店で開きました。
　最初に、故緒方進君の今までの功績を偲んで全員で献杯をしました。 
　今回の参加者は、大 42 と修 29 の卒業・修了生で写真の右から佐野、
杉井、橋本、三島、杉浦（旧姓：菰田）、伊藤（旧姓：吉原）、渡辺、佐々
木（旧姓：宇佐美）、卯川、西尾ですが、佐々木さんが初めての参加で
した。同窓生どうし三重大学の学生時代から現在まで満足いくまで語
り合いました。同窓生は、40 歳台もあと少しになっておりますが、学
生時代と変わらず皆生き生きとしていました。戦々恐々とするよりも泰
然自若である方が良いですが、大 42・修 29 は過去にどんな状況でも
落ち着いていての現在があるのを実感しました。是非とも同窓生から、
就職を決めた後輩達にも自分が築いたものなどを語ってくださいね！
　同窓生は、遠くは新潟から津まで集まってくれたことを考えると、
大学時代の友人は死ぬ時まで友人であるんだと胸に刻み直しました。
前回に決定した 4 年に一度同窓会を開くことで、開催に至っていまし
たが、これからも開いていくことを参加者全員で一致し、次回は杉浦
夫妻に任せますので宜しくお願いします。
 西尾昌洋（大 42 回・修士 29 回）

大 42 回・修士 29 回同窓会

　
本
年
四
月
よ
り
研
究
科
長
・

学
部
長
を
拝
命
し
て
お
り
ま
す

奥
村
克
純
（
お
く
む
ら
か
つ
ず

み
）
で
す
。
梅
川
先
生
が
た
い

へ
ん
う
ま
く
管
理
運
営
さ
れ
た

後
を
継
い
で
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
な
ん
と
か
職
務
に

専
心
し
、
任
務
を
担
っ
て
い
く

所
存
で
す
の
で
、
何
卒
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
私
は
、
嶋
林
先
生
に
呼
ん
で

い
た
だ
き
、
昭
和
六
〇
年
四
月

に
三
重
大
学
農
学
部
農
芸
化
学

科
生
物
化
学
講
座
の
助
手
と
し

て
着
任
し
ま
し
た
。
大
学
院
出

た
て
の
助
手
で
す
か
ら
、
極
め

て
未
熟
で
、
研
究
室
の
嶋
林
先

生
、
田
口
先
生
に
は
大
変
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
、
様
々
な
便
宜

を
は
か
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
お
か
げ
で
の
び
の
び
と
過

ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
、さ
ら
に
、

両
先
生
を
は
じ
め
、
学
部
長
を

さ
れ
て
い
た
熊
澤
先
生
や
農
芸

化
学
科
、
な
ら
び
に
そ
の
後
の

組
織
変
更
に
伴
っ
て
お
付
き
合

い
い
た
だ
い
た
先
生
方
に
何
か

に
つ
け
て
ご
指
導
い
た
だ
き
、

加
え
て
、
三
翠
化
学
会
の
先
輩

の
方
々
に
も
懇
意
に
お
付
き
合

い
い
た
だ
き
、
素
晴
ら
し
い
経

験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
お
か

げ
で
今
が
あ
る
と
感
謝
に
堪
え

ま
せ
ん
。
今
年
で
三
五
年
目
と

な
り
、
こ
の
間
、
理
事
・
副
学

長
（
研
究
担
当
）
と
し
て
地
域

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
学
研
究
科
の

設
置
や
、
生
物
圏
生
命
科
学
専

攻
長
・
学
科
長
を
三
回
、
初
代

の
生
物
圏
生
命
化
学
科
長
を
務

め
て
、
現
組
織
の
設
置
に
携

わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
嶋

林
先
生
の
思
い
を
込
め
ら
れ
た

硬
式
野
球
部
の
部
長
も
務
め
て

お
り
、
充
実
し
た
日
々
を
過
ご

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
う
し

た
中
で
、
本
年
三
月
に
は
、
生

命
機
能
化
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
農

芸
化
学
系
）
か
ら
約
四
〇
名
の

学
生
を
送
り
出
す
こ
と
が
で

き
、
よ
う
や
く
同
窓
会
が
つ
な

が
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
現
在
の
三
年
生
か

ら
は
生
物
圏
生
命
化
学
科
と
し

て
化
学
系
の
学
生
入
学
定
員
を

増
や
し
、
毎
年
、
五
〇
名
近
い

卒
業
生
を
輩
出
す
る
こ
と
に
な

る
予
定
で
、
同
窓
会
活
動
も
活

発
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
や

み
ま
せ
ん
。
ち
な
み
に
、現
在
、

生
物
資
源
学
部
の
二
六
〇
名
の

入
学
定
員
は
、
農
学
系
で
は
中

部
・
東
海
で
最
多
で
、
近
畿
、

中
国
、
四
国
地
方
を
入
れ
て
も

京
大
に
つ
い
で
二
位
を
誇
り
、

約
七
〇
に
も
及
ぶ
教
育
研
究
分

野
で
、
農
学
系
の
ほ
と
ん
ど
の

学
問
領
域
を
カ
バ
ー
し
て
い
る

充
実
し
た
学
部
と
な
っ
て
い
る

こ
と
を
申
し
添
え
ま
す
。

　
さ
て
、
ご
存
知
の
よ
う
に
名

古
屋
大
学
と
岐
阜
大
学
が
統
合

に
向
け
て
進
め
て
お
り
ま
す
。

高
等
教
育
の
目
指
す
べ
き
姿
と

し
て
中
教
審
か
ら
二
〇
四
〇
年

に
向
け
た
高
等
教
育
の
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
の
答
申
が
出
さ

れ
、
三
重
大
学
の
改
革
ビ
ジ
ョ

ン
の
策
定
を
迫
ら
れ
て
い
る
状

況
に
あ
り
ま
す
。
少
子
高
齢
化

が
進
む
中
、
大
学
を
取
り
巻
く

環
境
は
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
っ

て
い
ま
す
が
、
ピ
ン
チ
の
中
に

こ
そ
チ
ャ
ン
ス
あ
り
で
す
。

　
生
物
資
源
学
研
究
科
・
生
物

資
源
学
部
こ
そ
が
、
三
重
大
学

の
核
と
し
て
中
心
的
な
役
割
を

果
た
せ
る
よ
う
意
欲
的
に
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に

も
、
同
窓
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
必
須
で
、
三
重
大
学
は
卒
業

生
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
、
今

が
あ
る
と
の
認
識
の
も
と
に
、

し
っ
か
り
と
し
た
研
究
科
・
学

部
と
し
て
さ
ら
に
発
展
す
る
よ

う
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
何
卒
、

さ
ら
な
る
ご
協
力
ご
支
援
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

研
究
科
長
・
学
部
長
就
任
の
ご
挨
拶

�

生
物
資
源
学
研
究
科
長
・
生
物
資
源
学
部
長
　
奥
村
克
純

　
田
中
晶
善
教
授
（
分
子
生
物

情
報
学
）
は
長
き
に
わ
た
る
三

重
大
学
で
の
生
活
の
終
わ
り
を

迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
教
育
学
部

へ
赴
任
さ
れ
た
の
ち
、
生
物
資

源
学
部
へ
移
籍
さ
れ
、
研
究
科

長
や
三
重
大
学
の
教
育
担
当
理

事
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。
平
成

三
一
年
三
月
一
五
日
に
学
内
向

け
最
終
講
義
、
翌
日
一
六
日
に

卒
業
生
や
共
同
研
究
者
に

向
け
た
最
終
講
義
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
最
終
講
義
で

は
「
三
重
大
学
で
の
三
七

年
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で

赴
任
時
か
ら
学
部
移
籍
時

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
研
究
、

人
脈
に
つ
い
て
お
話
し
さ

れ
ま
し
た
。
最
終
講
義
の

後
は
、学
内
の
パ
セ
オ
で
、

退
職
記
念
パ
ー
テ
ィ
が
和

や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
行

な
わ
れ
ま
し
た
。
卒
業
生

だ
け
で
な
く
、
多
く
の
共

同
研
究
者
や
教
員
も
参
加
し
、

パ
ー
テ
ィ
ー
終
了
後
も
研
究
室

で
二
次
会
が
遅
く
ま
で
続
き
ま

し
た
。
ま
た
、
田
中
先
生
の
退

職
記
念
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
研
究

室
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
リ
ン

ク
さ
れ
て
い
ま
す
。

http://telescope.life.
coocan.jp/retirem

ent/
index.htm

l 	

（
文
責

　
勝
崎
）

田
中
晶
善
先
生
最
終
講
義
並
び
に
　

　
退
職
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
行
わ
れ
る

（題字は稲川先生）
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第
一
五
回
支
部
総
会
お
よ
び

講
演
会
・
懇
親
会
が
平
成
最

後
の
年
、
三
月
一
七
日
（
土
）

一
一
時
か
ら
日
本
橋
室
町
の
三

重
テ
ラ
ス
・
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー

ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
東
海
副
支
部
長
（
大
19
）
が

全
体
の
進
行
を
す
す
め
、
総
会

に
先
立
ち
飯
田
副
支
部
長
（
大

23
）
か
ら
開
催
案
内
・
参
加

状
況
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

二
〇
〇
名
に
案
内
（
内
メ
ー
ル

が
一
〇
七
名
、葉
書
が
九
三
名
）

し
、
回
答
者
は
一
〇
二
名
で
回

答
率
は
五
三
・
五
％
で
し
た
が
、

昨
年
同
様
、
メ
ー
ル
の
回
答
率

の
方
が
六
五
・
四
％
と
高
く
、

し
か
も
ハ
ガ
キ
で
の
参
加
者
は

ゼ
ロ
で
し
た
。
今
回
は
、
例
年

よ
り
少
な
く
二
一
名
の
参
加
で

し
た
が
、
こ
の
会
の
こ
と
を
知

り
、
生
物
資
源
学
部
平
成
三
〇

年
・
第
一
五
回
卒
業
の
吉
長
高

嶺
君
が
出
席
し
た
こ
と
は
特
筆

す
べ
き
で
、
平
成
の
一
番
若
い

世
代
が
参
加
し
た
歴
史
的
な
総

会
と
な
り
ま
し
た
。

　
吉
田
支
部
長
（
大
18
）
の
開

会
挨
拶
の
後
、
杉
﨑
三
翠
化
学

会
会
長
か
ら
来
賓
の
挨
拶
が
あ

り
、
生
物
資
源
学
部
の
組
織
、

体
制
（
教
員
）
に
つ
い
て
紹
介

が
あ
り
、
後
援
会
の
今
後
の
見

通
し
と
課
題
に
つ
い
て
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

　
引
き
続
い
て
総
会
に
入
り
、

東
海
副
支
部
長
（
大
19
）
が
議

長
に
選
出
さ
れ
、
議
案
の
審
議

を
行
い
ま
し
た
。
第
一
号
議
案

は
平
成
二
九
～
三
〇
年
度
関
東

支
部
活
動
報
告
で
、
吉
田
支
部

長
か
ら
第
一
四
回
支
部
総
会
、

第
八
回
交
流
会
、
第
六
回
・
第

七
回
ゴ
ル
フ
大
会
の
報
告
（
機

関
誌
「
三
翠
化
学
」、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
参
照
）、
今
期
一
〇
回

開
催
し
た
支
部
委
員
会
の
活
動

概
要
を
報
告
し
ま
し
た
。
次
い

で
第
二
号
議
案
の
会
計
報
告
が

平
田
副
支
部
長
（
大
20
）
か
ら
、

第
一
五
回 

三
翠
化
学
会
関
東
支
部
総
会
お
よ
び

 

講
演
会
・
懇
親
会
を
開
催

併
せ
て
中
島
監
事
か
ら
監
査
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

第
三
号
議
案
で
、
支
部
委
員
会

の
財
政
状
態
は
脆
弱
で
あ
り
、

支
部
運
営
の
継
続
性
に
支
障
を

き
た
す
状
況
で
あ
る
こ
と
か

ら
、「
支
部
運
営
協
力
費
の
お

願
い
に
つ
い
て
」
を
提
案
、
更

に
第
四
号
議
案
で
任
期
満
了
に

伴
う
役
員
改
選
が
審
議
さ
れ
、

い
ず
れ
も
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

　
役
員
改
選
に
つ
い
て
は
、
長

年
活
躍
し
て
頂
い
た
浅
井
副
支

部
長
が
退
任
さ
れ
、
新
た
に
別

所
明
氏
（
大
26
）
が
役
員
に
、

更
に
吉
田
、
東
海
、
平
田
、
丹

羽
、
飯
田
、
蛭
薙
、
中
島
各
氏

は
再
任
さ
れ
、
今
期
も
八
名
体

制
で
運
営
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
恒
例
の
講
演
会
は
、
役
不

足
な
が
ら
筆
者
で
あ
る
吉
田

が
「
私
に
と
っ
て
の
野
球

　
人

生
の
一
ペ
ー
ジ
を
語
る
」
と
題

し
て
、
中
学
校
は
投
手
で
県
大

的
で
し
た
。
毎
年
の
こ
と
で
す

が
、
二
時
間
を
超
え
る
懇
親
会

も
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
ま
し

た
。

　
大
34
回
の
酒
井
和
好
氏
の
締

め
と
、
浅
井
副
支
部
長
の
指
揮

で
「
三
翠
応
援
歌
」
を
大
合
唱

し
、
次
回
の
交
流
会
の
参
加
を

約
し
て
懇
親
会
を
終
え
ま
し

た
。

　
終
わ
り
に
、
今
回
の
総
会
の

出
席
者
（
敬
称
略
）
を
紹
介
し
、

報
告
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
が
、

吉
長
君
の
よ
う
な
若
い
世
代
が

参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期

待
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

鈴
木
潔
（
９
）、
亀
山
幸
輝

（
12
）、
小
島
楯
彦
（
15
）、
杉

﨑
護
（
16
）、
岡
田
啓
（
17
）、

吉
田
吉
明
（
18
）、
浅
井
美

文
（
19
）、
東
海
裕
作
（
19
）、

西
出
祐
次
（
19
）、
田
中
俊
一

（
20
）、
原
田
三
郎
（
20
）、
平

田
友
良
（
20
）、
藤
川
誠
一

（
20
）、
中
島
亨
（
22
）、
丹
羽

誠
一
（
22
）、飯
田
徹
也
（
23
）、

菅
原
博
（
26
）、
蛭
薙
政
美

（
27
）、
坂
倉
正
司
（
30
）、
酒

井
和
好
（
34
）、吉
長
高
嶺
（
生

資
・
平
成
30
年
・
第
15
回
）

	

（
関
東
支
部
長

　
吉
田
吉
明
）

会
準
優
勝
、
高
校
で
は
夏
の
全

国
大
会
に
一
番
バ
ッ
タ
ー
で
出

場
、
三
重
大
学
で
は
二
回
の
全

日
本
大
学
選
手
権
出
場
を
果
た

し
た
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
私
に

と
っ
て
の
野
球
に
つ
い
て
、
殆

ど
ア
ド
リ
ブ
で
語
り
ま
し
た
。

そ
の
時
に
受
賞
し
た
優
勝
メ
ダ

ル
や
ア
ル
バ
ム
な
ど
も
披
露
し

ま
し
た
が
、
高
校
で
の
全
国
大

会
出
場
記
念
メ
ダ
ル
は
皆
さ
ん

に
興
味
を
持
っ
て
頂
い
た
よ
う

で
し
た
。
大
学
で
は
、
現
在
の

野
球
場
の
設
計
を
当
時
の
嶋
林

部
長
に
依
頼
さ
れ
た
こ
と
、
ラ

ク
ビ
ー
場
と
隣
接
し
て
い
た
レ

フ
ト
の
フ
ェ
ン
ス
が
移
動
式
に

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
、

ピ
ッ
チ
ャ
ー
マ
ウ
ン
ド
の
下
に

神
宮
の
土
（
二
回
目
に
出
場
し

た
時
持
っ
て
き
た
）
が
入
っ
て

い
る
こ
と
、
練
習
で
は
、
セ
ン

タ
ー
奥
の
陸
上
競
技
場
の
器
具

倉
庫
、
ラ
イ
ト
は
プ
ー
ル
ま
で

飛
ば
し
て
い
た
こ
と
、
東
海
大

学
の
上
田
投
手
か
ら
敬
遠
さ
れ

た
こ
と
な
ど
な
ど
、
何
か
自
慢

話
に
な
る
よ
う
で
恐
縮
と
云
い

な
が
ら
、
数
々
の
思
い
出
を
熱

く
語
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　
次
い
で
、
集
合
写

真
の
撮
影
を
行
っ
た

後
、
丹
羽
副
支
部
長

（
大
22
）
の
進
行
の

も
と
、
鈴
木
潔
先
輩

（
大
９
）
の
乾
杯
の

発
声
で
、
恒
例
の
懇

親
会
が
始
ま
り
ま
し

た
。
前
回
の
交
流
会

同
様
、「
三
重
県
の

旬
堪
能
コ
ー
ス
」
二

時
間
の
飲
み
放
題
プ

ラ
ン
で
、
ビ
ー
ル
、

ワ
イ
ン
、
三
重
県
の

地
酒
（
日
本
酒
）、

キ
ン
ミ
ヤ
、
伊
勢
茶

割
り
、
伊
賀
半
蔵
の

梅
酒
、
三
重
県
産
の

ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
を
堪
能
し
皆

さ
ん
ご
満
悦
で
し
た
。
参
加
者

か
ら
の
近
況
報
告
も
あ
り
、
席

も
入
り
乱
れ
で
大
い
に
盛
り
上

が
り
、
特
に
初
参
加
の
吉
長
君

は
注
目
の
的
で
、
先
輩
（
か
な

り
の
年
齢
差
）
の
近
況
報
告
に

耳
を
傾
け
、
皆
さ
ん
と
熱
心
に

懇
親
を
深
め
て
い
た
の
が
印
象

関東支部第 7回ゴルフ大会を開催
～優勝は大 20 回の平田友良氏、初優勝～

　関東支部第 7 回ゴルフ大会を平成 30 年 6 月 6 日水、取手桜が丘ゴ
ルフクラブ（茨城県）で開催しました。ここ数年は同じコースで開催
しており、今大会は新ペリアではなく初めてハンデ戦で順位を決定す
ることにしました。急用で当初の参加予定者から 2 名不参加となり、
大 15 回から大 26 回の方 7 名 2 組の大会となりました。
　本コースは JR 常磐線藤代駅に近い（車で５分）名門コースで、フラッ
トなコースですが、池、クリーク、バンカーが随所に配置されており、
嵌まると大たたきするコースです。当日は梅雨入り宣言となった日で
すが、雨が降ったり止んだりで、この時期としてはまずまず天候に恵
まれ、和気あいあい、一日中楽しいゴルフでした。
　競技は、大 20 回の平田友良氏が、ネット 73（ハンデ 30）で、初
優勝しました。吉田吉明氏（大 18）は、ベスグロの 86 でしたが厳し
いハンデのためネット 75（ハンデ 11）準優勝に甘んじました。3 位
は初参加の別所明氏（大 26）ネット 75（ハンデ 21）。
　ブービー賞は長島貞武（大 15）。因みに、ドラゴン賞は長島・小島
両選手、ニアピン賞は長島、小島、別所、菅原の各選手でした。

　プレー終了後表彰式を行いましたが、近況報告もあり、笑いに包ま
れた懇談会でした。話題は尽きませんでしたが、遠路の方もおり、来
年度の新しいハンデを決定し来年の好プレーを約して散会しました。
　三翠化学会会員の交流をさらに深めるため、6 月上旬を予定してい
ます。今回は新しいメンバーが加わりましたが、例年メンバーが固定
化しており新しい仲間の参加を待っています。参加賞として今年もネー
ム入りボール「2018 三翠化学会関東支部」を１スリーブ配りました。
これも楽しみの一つです。三翠化学のホームページでもご案内します
ので、次回も多くの方の参加をお待ちしています。また、関東支部以
外の方の参加も大歓迎で、ゴルフを通して支部間の交流を深めて頂け
れば幸いです。
　今大会の出席者（敬称略）は、小島楯彦（15）、長島貞武（15）、吉田吉
明（18）、平田友良（20）、飯田徹也（23）、別所 明（26）、菅原 博（26）
でした。 （関東支部副支部長　飯田徹也）

な
分
野
で
活
動
さ
れ
て
い
る
先

輩
、
後
輩
と
交
友
を
結
び
、
絆

を
深
め
る
こ
と
に
よ
り
、
自
分

の
仕
事
の
幅
を
広
げ
、
趣
味

の
世
界
で
の
交
流
を
つ
く
り
、

困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
場
合
は

助
け
合
い
、
ま
た
、
人
生
上
の

素
晴
ら
し
い
人
と
の
出
会
い
等

同
窓
会
の
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
し

て
く
だ
さ
い
。
同
窓
会
の
メ

リ
ッ
ト
は
皆
さ
ん
の
考
え
方
と

行
動
次
第
で
無
限
に
広
が
っ
て

い
き
ま
す
。

　
三
つ
目
は
、
三
翠
化
学
会
の

活
動
に
若
い
力
を
貸
し
て
い
た

だ
き
た
い
の
で
す
。
若
い
人
の

考
え
方
、
セ
ン
ス
、
趣
向
を
同

窓
会
運
営
に
反
映
し
て
、
若
い

人
の
活
力
、
機
動
力
、
企
画
力

で
活
気
あ
る
楽
し
い
同
窓
会
つ

く
り
に
参
画
し
て
い
た
だ
き
た

い
の
で
す
。
同
窓
会
の
潜
在
能

力
か
ら
ど
ん
な
力
を
引
き
出
す

か
、
そ
れ
は
、
第
一
線
で
活
躍

し
て
い
る
（
ま
た
は
し
よ
う
と

し
て
い
る
）
若
い
力
が
主
人
公

と
な
っ
て
企
画
し
て
い
く
の
が

一
番
で
す
。
幹
事
と
な
っ
て
運

営
の
実
務
に
携
わ
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
も
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

総
会
で
の
発
言
、
会
報
へ
の
寄

稿
な
ど
機
会
あ
る
ご
と
に
ご
意

見
を
い
た
だ
く
こ
と
も
非
常
に

貴
重
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
三
翠
化
学
会
は
昭
和
四
八
年

に
、
嶋
林
先
生
を
初
代
会
長
に

し
て
創
立
さ
れ
ま
し
た
。
創
立

後
十
数
年
は
会
報
を
年
に
二
回

発
行
し
、
同
窓
会
イ
ベ
ン
ト
も

同
窓
会
幹
事
全
員
が
色
々
と
企

画
し
、
準
備
作
業
を
分
担
し
、

先
輩
、
後
輩
一
体
と
な
り
、
イ

ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
る
た
め
一

生
懸
命
に
頑
張
っ
て
い
ま
し

た
。
演
習
林
に
一
泊
し
皆
で
カ

レ
ー
づ
く
り
、
宮
妻
峡
キ
ャ
ン

プ
で
は
ス
イ
カ
割
り
大
会
、
宮

川
で
の
魚
の
掴
み
取
り
、
付
属

農
場
で
の
バ
ー
べ
キ
ュ
ー
大
会

な
ど
同
伴
家
族
、
特
に
子
供
た

ち
が
喜
ぶ
企
画
も
折
り
込
み
同

窓
会
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
特

に
榊
原
温
泉
一
泊
で
行
な
わ
れ

た
同
窓
会
に
は
一
四
〇
余
名
が

集
い
、
翌
日
散
会
に
な
る
ま
で

参
加
者
の
正
確
な
人
数
が
把
握

で
き
な
か
っ
た
く
ら
い
盛
況
で

し
た
。

　
昭
和
時
代
の
三
翠
化
学
会
の

姿
に
戻
る
こ
と
は
な
か
な
か
難

し
い
と
思
い
ま
す
が
、
今
一
度

同
窓
会
の
目
的
、
あ
り
方
を
見

直
し
、
強
固
な
絆
を
繋
ぎ
続
け

て
行
き
た
い
も
の
で
す
。
そ
し

て
、
一
六
年
振
り
に
新
卒
業
生

が
本
会
に
入
会
し
て
く
れ
た
こ

の
機
会
に
、
二
年
に
一
度
の
同

窓
会
と
い
う
お
祭
り
を
盛
り
上

げ
て
行
く
心
意
気
を
同
窓
生
全

員
で
持
て
る
同
窓
会
に
し
て
い

き
た
い
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。

十
六
年
振
り
に
新
卒
業
生

　
三
翠
化
学
会
へ
の
入
会

同
窓
会
活
動
に
若
い
力
を
、
そ
し
て
全
員
の
力
を

　
本
年
三
月
、
一
六
年
振
り
に

四
一
名
の
新
卒
業
生
が
三
翠
化

学
会
に
入
会
し
て
く
れ
ま
し

た
。
ま
ず
は
学
部
の
卒
業
、
修

士
課
程
へ
の
進
学
、
社
会
人
へ

の
ス
タ
ー
ト
等
に
お
祝
い
の
言

葉
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

　
そ
し
て
、
三
翠
化
学
会
へ
の

入
会
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で

す
。
我
々
三
翠
化
学
会
の
同
窓

生
と
し
て
は
、
一
五
年
間
ど
ん

な
に
待
ち
望
ん
で
い
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

　
思
え
ば
、
平
成
一
二
年
に
生

物
資
源
学
部
に
三
学
科
が
設
置

さ
れ
、
旧
農
芸
化
学
コ
ー
ス

は
、
研
究
室
が
二
つ
の
学
科
に

分
割
さ
れ
ま
し
た
。
資
源
循
環

学
科
に
、
土
壌
肥
料
学
、
醗
酵

学
（
応
用
微
生
物
学
）、
栄
養

化
学
、
食
品
化
学
が
、
生
物
圏

生
命
科
学
科
に
生
物
化
学
、
農

産
製
造
学
（
農
産
物
利
用
学
）、

農
薬
化
学
（
生
理
活
性
化
学
）、

分
子
生
物
情
報
学
が
置
か
れ
ま

し
た
。
す
な
わ
ち
三
翠
化
学
会

の
母
体
で
あ
る
「
農
芸
化
学
」

と
い
う
く
く
り
が
な
く
な
っ
て

し
ま
い
、
四
年
後
の
一
七
年
三

月
の
学
部
卒
業
生
か
ら
の
三
翠

化
学
会
へ
の
入
会
は
な
く
な
り

ま
し
た
。
当
時
は
、
新
し
い
学

科
別
に
同
窓
会
が
設
立
さ
れ
る

だ
ろ
う
と
の
考
え
が
あ
っ
た
の

で
す
が
、
そ
の
後
新
し
い
同
窓

会
が
設
立
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
若
い
力
の
入
会
が
途
絶
え
た

一
七
年
以
降
、
三
翠
化
学
会
の

同
窓
会
活
動
は
低
迷
し
、
親
会

三
翠
会
の
同
窓
会
に
便
乗
す
る

形
で
細
々
と
運
営
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
数
年
前
よ
り
学
部
改
組

の
ニ
ュ
ー
ス
も
伝
わ
り
、
新
し

い
卒
業
生
を
待
ち
わ
び
な
が

ら
、
三
翠
会
開
催
年
度
と
交
互

に
隔
年
で
、
三
翠
化
学
会
独
自

の
同
窓
会
を
、
総
会
・
講
演

会
・
懇
親
会
の
三
本
立
て
で
開

催
す
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
来
ま

し
た
。

　
新
し
く
入
会
し
て
い
た
だ
い

た
同
窓
の
諸
氏
に
期
待
す
る
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
は
じ
め
に
、
今
後
ま
ず
ク
ラ

ス
会
を
立
ち
上
げ
て
い
た
だ
き

た
い
。
幹
事
を
決
め
て
、
毎
年

と
は
い
わ
な
い
が
、
二
～
三
年

に
一
度
位
の
頻
度
で
、
時
に
は

恩
師
に
も
参
加
い
た
だ
き
、
ク

ラ
ス
会
を
開
催
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
想
い
出
を
語
り
、
近
況

を
話
し
合
い
、将
来
を
議
論
し
、

三
翠
の
地
で
四
年
間
を
共
に
学

ん
だ
旧
交
を
温
め
て
い
た
だ
き

た
い
の
で
す
。
そ
し
て
、
ク
ラ

ス
の
絆
を
強
固
に
し
、
ク
ラ
ス

の
求
心
力
を
生
涯
持
ち
続
け
て

貰
い
た
い
の
で
す
。
同
窓
会
活

動
の
第
一
歩
は
ク
ラ
ス
会
か
ら

始
ま
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
次
に
三
翠
化
学
会
の
同
窓
会

に
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。
色
々

訃 報

　分子細胞生物学助教		
緒方	進氏におかれまして
は、病気療養中のところ去
る平成 30 年８月 22 日ご逝
去になりました。謹んでお
悔やみ申し上げます。

記 事 募 集
　会員の皆様からの投稿をお待ち
いたしております。内容は会社の
紹介をかねた個人の近況、クラス
会を開催した時の報告、個人の趣
味を披露したい場合等ございまし
たらお願いします。あわせて、な
つかし写真も募集しています。

皆様からのご厚志は随時承っています。

金額の多寡にかかわらず喜んで頂戴いた

します。

・	郵便局よりの振込には、表紙題字の下

に記載の振替口座番号宛お振込みくだ

さい。

・�銀行やコンビニ ATM 等からでも振込

は可能です。

　その際は、使用可能な銀行キャッシュ

カードをご使用いただき、

　銀行名：ゆうちょ銀行

　金融機関コード：9900

　預金種目：当座

　店名：〇八九店（ゼロハチキユウ店）

　口座番号：0059345

にて振込手続きをお願いします（振込手

数料は当方負担とさせていただきますの

で手数料分を差し引いてお振込くださ

い）。	 会計担当　木村（大 25 回）
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昭
和
五
九
年
に
第
一
回
総
会

が
開
催
さ
れ
た
三
翠
化
学
会
関

西
支
部
は
、
平
成
一
三
年
か
ら

は
、
名
称
を
支
部
総
会
か
ら
交

流
会
に
変
更
し
、
毎
年
開
催
を

重
ね
、
現
在
も

活
動
を
続
け
て

お
り
ま
す
。
こ

れ
も
支
部
の
活

動
を
支
え
て
い

た
だ
い
て
い
る

三
翠
化
学
会
本

部
、
毎
回
の
交

流
会
に
際
し
、

こ
れ
ま
で
ご
講

演
を
引
き
受
け

て
く
だ
さ
っ
た

講
師
の
皆
様
方

の
多
大
な
ご
協

力
が
あ
っ
て
の

こ
と
で
、
心
よ

り
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

第
二
〇
回
支
部

交
流
会
は
、
平
成
三
〇
年
一
一

月
一
七
日
、
ご
来
賓
と
し
て
三

翠
化
学
会
長
の
杉
﨑
護
氏
（
大

16
）、
副
会
長
の
木
村
幸
信
氏

（
大
25
）、
柏
村
直
樹
三
重
大
学

名
誉
教
授
、
そ
し
て
今
回
は
第

二
〇
回
の
節
目
と
い
う
こ
と

で
、
東
海
支
部
長
の
酒
井
敏
秀

氏
（
大
16
）、
関
東
支
部
長
の

吉
田
吉
明
氏
（
大
18
）
に
も
ご

出
席
を
賜
り
、
新
大
阪
の
ホ
テ

ル
ク
ラ
イ
ト
ン
に
て
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

　
第
一
部
は
関
西
支
部
総
会
で

す
。
冒
頭
に
物
故
者
に
黙
祷
を

捧
げ
ま
し
た
。
次
い
で
杉
﨑

会
長
よ
り
ご
挨
拶
を
い
た
だ

き
、
三
翠
化
学
会
本
部
の
現
状

と
各
支
部
の
活
動
状
況
報
告
及

び
三
翠
化
学
会
へ
の
賛
助
金
の

御
礼
が
あ
り
ま
し
た
。
合
わ
せ

て
、
今
回
ご
講
演
い
た
だ
く
久

松
眞
先
生
が
、
三
翠
同
窓
会
会

長
に
就
任
さ
れ
た
こ
と
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
伊
藤

支
部
長
（
大
21
）
か
ら
は
平
成

二
十
九
年
度
の
活
動
報
告
、
堀

幹
事
（
大
28
）
の
会
計
報
告
、

古
橋
幹
事
（
大
19
）
の
会
計
監

査
報
告
が
行
わ
れ
、
満
場
一
致

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
二
部
は
恒
例
の
談
話
会
で

す
。
今
回
は
、
現
在
三
重
大
学

特
任
教
授
で
あ
る
、
久
松
眞
三

重
大
学
名
誉
教
授
よ
り
、「
三

重
大
学
の
昔
と
今
」
と
題
し

て
、
学
生
時
代
か
ら
現
在
ま
で

の
活
動
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、「
大

学
が
法
人
化
さ
れ
て
か
ら
、
特

徴
を
出
す
必
要
が
生
じ
、
国
や

時
代
の
要
請
に
応
え
ら
れ
る
か

ど
う
か
で
運
用
交
付
金
が
増
減

さ
れ
、
大
学
の
存
続
を
制
御
で

き
る
シ
ス
テ
ム
と
な
り
、
地
域

か
ら
も
資
金
を
調
達
す
る
必
要

が
生
じ
大
変
で
あ
る
」「
現
在
、

特
任
教
授
と
し
て
伊
賀
サ
テ
ラ

イ
ト
で
研
究
中
だ
が
、
平
成

三
〇
年
二
月
一
七
日
に
国
際
忍

者
学
会
設
立
総
会
を
伊
賀
市
で

開
催
で
き
た
他
、
伊
賀
市
、
三

重
県
と
連
携
し
、
大
学
と
し
て

の
生
き
残
り
を
か
け
、
現
在
も

活
動
を
す
す
め
て
い
る
」
と
の

お
話
を
伺
い
、
法
人
化
さ
れ
て

か
ら
の
大
学
は
厳
し
い
環
境
に

置
か
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し

ま
し
た
。
そ
し
て
現
在
の
先
生

の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で
あ
る
「
忍

者
研
究
」
の
お
話
に
移
り
ま
し

た
。

　「
伊
賀
と
い
え
ば
忍
者
だ
が
、

地
域
の
特
徴
を
生
か
し
た
忍
者

研
究
も
大
学
と
し
て
生
き
残
る

活
動
の
一
環
で
あ
る
」「
忍
者

の
認
知
度
は
高
い
が
、
理
系
の

視
点
か
ら
の
研
究
は
皆
無
だ
っ

た
の
で
、
自
分
の
専
門
（
食
品

化
学
）
を
生
か
し
、
忍
者
が
要

求
さ
れ
る
情
報
収
集
力
、
ス
ト

レ
ス
対
策
等
、
極
限
の
環
境
下

で
生
き
抜
く
力
に
つ
い
て
研
究

し
、
情
報
発
信
し
て
い
る
」
こ

と
で
、
研
究
活
動
が
マ
ス
コ
ミ

に
取
り
上
げ
ら
れ
、
ま
た
日
本

科
学
未
来
館
そ
の
他
各
地
で

「
ニ
ン
ジ
ャ
展
」
も
開
催
さ
れ
、

大
き
な
反
響
が
あ
っ
た
と
の
こ

と
で
す
。
特
に
、
忍
者
の
活
動

の
た
め
の
食
糧
で
あ
る
忍
者
食

と
し
て
、「
兵
糧
丸
」「
飢
渇
丸
」

「
水
渇
丸
」
を
紹
介
さ
れ
、「
忍

者
食
に
は
生
薬
が
含
ま
れ
、
精

神
を
安
定
さ
せ
、
疲
労
を
回
復

さ
せ
る
働
き
が
あ
り
、
緊
張
を

和
ら
げ
る
効
果
も
あ
る
」
と
の

こ
と
で
、
忍
者
と
し
て
活
動
す

る
た
め
の
忍
者
食
は
、
科
学
的

に
も
妥
当
性
が
あ
る
と
の
、
興

味
深
い
お
話
を
う
か
が
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
第
三
部
は
い
よ
い
よ
お
楽
し

み
の
懇
親
会
で
す
。
田
宮
幹
事

（
大
36
）
の
司
会
で
開
始
と
な

り
、
高
木
饒
氏
（
大
12
）
に
乾

杯
の
ご
発
声
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
木
村
副
会
長
、
嶋
林
三
重

大
学
名
誉
教
授
（
専
１
）
等
多

数
の
方
の
お
話
を
う
か
が
い
、

ま
た
酒
井
東
海
支
部
長
、
吉
田

　
皆
様
は
三
重
大
学
の
広
報
誌

『
三
重
大
Ｘ
（
エ
ッ
ク
ス
）』
を

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？
主
に
は

三
重
大
学
の
取
り
組
み
な
ど
を

紹
介
す
る
情
報
誌
の
よ
う
で
す

が
、
そ
の
中
に
三
重
大
学
卒
業

生
の
活
躍
に
つ
い
て
紹
介
す
る

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
特
集
コ
ー
ナ
ー
が

あ
り
ま
す
。
縁
あ
っ
て
、
先
日

こ
の
三
重
大
Ｘ
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ

特
集
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
私
は
二
〇
〇
四
年
に
生
物
化

学
研
究
室
（
分
子
細
胞
生
物
学

研
究
室
）
を
卒
業
し
、
三
重
県

四
日
市
市
に
あ
り
ま
す
太
陽
化

学
株
式
会
社
に
入
社
し
ま
し

た
。
以
降
、
一
三
年
間
は
機
能

性
食
品
素
材
を
扱
う
研
究
員
と

し
て
、
最
近
二
年
間
は
営
業
と

し
て
勤
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の

間
、
二
回
の
出
産
を
経
て
、
仕

事
と
育
児
と
家
事
に
奮
闘
す
る

毎
日
で
す
。
気
付
け
ば
あ
っ
と

い
う
間
に
過
ぎ
た
一
五
年
間

で
、
あ
ま
り
昔
の
こ
と
を
振
り

返
る
こ
と
も
な
い
年
月
で
し
た

が
、
今
回
の
三
重
大
Ｘ
の
取
材

で
は
、「
大
学
時
代
に
学
ん
だ

こ
と
」「
大
学
時
代
の
思
い
出
」

「
仕
事
の
こ
と
」
な
ど
様
々
な

質
問
事
項
が
用
意
さ
れ
て
お

り
、
学
生
時
代
を
思
い
返
す

き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　
質
問
自
体
は
実
に
簡
単
な
の

で
す
が
、
意
外
な
こ
と
に
学
生

時
代
の
こ
と
に
即
答
で
き
ず
自

分
自
身
驚
き
ま
し
た
。
ど
ん
な

思
い
出
が
あ
っ
た
か
な
？
と
考

え
て
も
、
頭
に
浮
か
ぶ
の
は
研

究
室
で
の
実
験
浸
り
の
生
活
ば

か
り
で
す
。
考
え
て
い
る
と
、

実
験
卓
の
風
景
ま
で
昨
日
の
よ

う
に
鮮
明
に
思
い
出
せ
る
ほ
ど

で
し
た
。
結
局
、
大
学
時
代
の

思
い
出
は
〝
研
究
室
で
の
実
験

生
活
〟
と
い
う
地
味
な
回
答
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
…
…
。

　
一
方
で
、
研
究
室
生
活
は
と

て
も
濃
い
年
月
だ
っ
た
の
だ

な
、
と
改
め
て
先
生
方
や
先
輩

方
、
同
級
生
に
感
謝
の
気
持
ち

が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。
三
重

大
Ｘ
の
取
材
を
通
し
て
、
自
分

の
過
ご
し
た
時
間
を
思
い
返
す

こ
と
が
で
き
、
と
て
も
よ
い
機

会
だ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
な
か
な
か
会
え
な
い

当
時
の
研
究
室
メ
ン
バ
ー
と
も

会
い
た
い
と
い
う
思
い
が
強
ま

り
ま
し
た
。

～
三
重
大
広
報
誌
取
材
で
感
じ
た
こ
と
～

南
千
代
子
（
旧
姓
佐
藤
・
大
40
）

　
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
私
は

五
、
六
年
前
よ
り
、
長
く
会
っ

て
い
な
い
友
人
に
会
い
に
行
く

と
い
う
こ
と
を
始
め
て
い
ま

す
。
毎
年
、
年
賀
状
だ
け
の
や

り
取
り
で
「
今
年
は
会
い
た
い

ね
」
と
決
ま
り
文
句
の
よ
う
に

書
い
て
い
た
た
め
、
実
際
に
会

い
に
行
こ
う
！
と
決
め
、
古
い

友
人
に
会
い
に
行
く
こ
と
を
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
幼
稚

園
・
小
学
校
・
中
学
校
の
友
人

に
会
い
、
二
〇
年
以
上
ぶ
り
の

再
会
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
ま
ま
高
校
、
大
学
の

友
人
…
…
と
、
続
け
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。

※ 

三
重
大
X
は
三
重
大
学
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
閲
覧
で
き

ま
す
。V

ol.4
2

に
掲
載
予

定
で
す
。

第
二
十
回
三
翠
化
学
会
　
関
西
支
部
交
流
会
報
告

関
東
支
部
長
か
ら
は
、
各
支
部

の
現
況
の
報
告
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
し
て
参
加
者
一
同
、

い
つ
も
の
よ
う
に
昔
話
で
盛
り

上
が
っ
た
り
、
お
互
い
の
近
況

を
報
告
し
あ
っ
た
り
と
、
和
気

あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
で
懇

親
会
は
進
み
、
最
後
に
岸
田
幹

事
（
大
36
）
の
発
声
で
、
恒
例

ど
お
り
三
翠
応
援
歌
を
熱
唱

し
、
来
年
の
再
会
を
約
し
て
交

流
会
は
お
開
き
と
な
り
ま
し

た
。

　
今
回
は
第
二
〇
回
の
記
念
品

と
し
て
、
苅
田
修
一
三
重
大
学

教
授
（
大
30
）
監
修

　
三
重
大

学
純
米
大
吟
醸
梅
酒
七
二
〇
㎖

を
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
き
ま
し

た
。
私
も
飲
み
ま
し
た
が
大
変

お
い
し
か
っ
た
で
す
。

第 21 回三翠化学会　関西支部交流会のご案内
　　日時：令和元年11月 16日土�午前 11時から

　　場所：ホテルクライトン新大阪

　　談話会特別講師：奥村克純氏（三重大学生物資源学部長）

　最新の知見に触れ、三翠化学の同窓生と楽しく語り合う絶好の機

会です。お誘いあわせの上、是非ご参加ください。

　
最
後
に
今
回
の
出
席
者
を
紹

介
し
、
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
嶋
林
幸
英（
専
１
）、
柏
村
直

樹（
名
誉
教
授
）、
久
松
眞（
院

８
）、
杉
﨑
護
（
大
16
）、
木
村

幸
信（
大
25
）、
酒
井
敏
秀（
大

16
）、
吉
田
吉
明（
大
18
）、
小

林
紘
一（
大
12
）、
高
木
饒（
大

12
）、
谷
中
国
昭（
大
13
）、
内

田
勝
啓（
大
15
）、
大
北
明（
大

16
）、
古
橋
雅
巳（
大
19
）、
松

本
孝（
大
19
）、
伊
藤
哲
雄（
大

21
）、
浅
井
以
和
夫（
大
27
）、

堀
英
一（
大
28
）、小
川
悦
代（
大

30
）、
田
宮
敏
呂（
大
36
）、
岸

田
吾
一（
大
36
）、西
本
和
実（
大

33
）（
敬
称
略
）

	

西
本
和
実
（
大
33
）

～
学
生
時
代
の
思
い
で
『
こ
う
よ
り
』
～

岩
佐
則
武
（
大
12
）

　
ガ
リ
版
刷
り
手
作
り
農
芸
化

学
科
機
関
紙
『
こ
う
よ
り
』
を

知
っ
て
い
ま
す
か
。
先
生
と
生

徒
の
縦
横
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
し
よ
う
と
村
田
さ
ん
（
大

9
）が
創
刊
さ
れ
た
も
の
で
す
。

編
集
発
行
担
当
は
三
年
生
で
し

た
。
後
期
高
齢
者
に
な
り
身
辺

整
理
を
し
て
い
て
物
置
で
見
つ

け
ま
し
た
。
第
四
号
で
大
学
二

年
生
の
時
に
受
け
取
っ
た
も
の

で
す
。
大
12
回
の
ク
ラ
ス
会
で

嶋
林
先
生
に
お
伺
い
い
た
し
ま

し
た
ら
、
先
生
は
第
一
号
を
お

持
ち
で
し
た
。

　
貧
乏
人
の
子
沢
山
の
家
に

育
っ
た
の
で
大
学
は
半
分
諦
め

て
い
ま
し
た
が
、
ア
ル
バ
イ
ト

を
し
て
自
宅
か
ら
通
学
す
る
条

件
で
大
学
を
受
験
し
入
学
出
来

ま
し
た
。
で
も
、
特
に
何
か
を

し
た
い
と
か
何
か
に
な
り
た
い

と
い
っ
た
も
の
を
持
っ
て
い
な

か
っ
た
の
で
す
。

　
大
学
生
に
は
な
っ
た
が
自
転

車
通
学
で
、
学
芸
学
部
に
も

知
っ
た
学
生
が
多
く
高
校
の
延

長
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
し
、

ア
ル
バ
イ
ト
が
忙
し
く
、
せ
っ

か
く
始
め
た
ク
ラ
ブ
活
動
も
中

途
半
端
だ
っ
た
。

　
二
年
生
に
な
り
専
門
教
科
が

始
ま
り
や
っ
と
学
生
ら
し
く

な
っ
た
気
分
が
し
た
も
の
で

す
。
こ
ん
な
生
徒
を
受
け
入
れ

た
先
生
方
は
大
変
だ
っ
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。
自
主
参
加
に
よ

る
演
習
林
の
集
い
で
は
直
接
先

生
や
先
輩
の
お
話
が
聞
け
、
そ

の
後
手
に
し
た
『
こ
う
よ
り
』

で
更
に
情
報
が
得
ら
れ
と
て
も

嬉
し
か
っ
た
。

　
三
年
生
の
時
は
や
や
積
極
的

に
『
こ
う
よ
り
』
の
編
集
を
手

伝
い
、
仲
間
の
下
宿
に
夜
遅
く

ま
で
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
今
で
も
ク
ラ
ス
の
絆
は
強

く
ク
ラ
ス
会
を
毎
年
実
施
し
て

い
ま
す
。
縦
横
の
絆
を
大
切
に

し
た
『
こ
う
よ
り
』
の
お
陰
か

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
大
学
は
学
部
も
学
科

も
理
解
し
づ
ら
く
仲
間
意
識
も

希
薄
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す

が
、
三
翠
化
学
会
の
発
展
を

祈
っ
て
い
ま
す
。

生
物
化
学
、
分
子
細
胞
生
物
学
研
究
室
同
門
会

　
開
催
決
定
後
に
、
嶋
林
先
生

の
卒
寿
、奥
村
先
生
の
学
部
長
・

研
究
科
長
ご
就
任
内
定
、
竹
林

先
生
の
研
究
室
准
教
授
ご
就
任

と
ま
た
お
祝
い
事
が
重
な
り
ま

し
た
。
同
門
会
は
三
月
二
一

日
春
分
の
日
に
開
催
さ
れ
、
計

画
段
階
の
予
想
を
大
き
く
上
回

る
七
〇
名
を
超
え
る
同
門
生
に

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
上
は

九
〇
歳
か
ら
下
は
二
〇

歳
ま
で
と
四
分
の
三
世

紀
の
差
が
あ
り
ま
し
た

が
、
同
じ
釜
の
飯
を

食
っ
た
同
門
生
に
と
っ

て
何
ら
問
題
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
同
門
会
は
、
生
物
資

源
学
部
の
大
会
議
室

で
、
伊
藤
氏
（
大
25
）

と
栗
谷
先
生
（
生
８
）

の
司
会
進
行
で
開
催
さ

れ
、
ま
ず
奥
村
先
生
か

ら
、
故
緒
方
先
生
が
志

半
ば
で
リ
タ
イ
ヤ
さ
れ

た
お
話
を
し
て
い
た
だ

き
、
先
生
を
偲
び
全
員

で
黙
祷
を
さ
せ
て
い
た

　
近
年
、
同
門
会
と
し
て
は
、

嶋
林
先
生
の
受
章
の
お
祝
い
、

嶋
林
、
田
口
、
奥
村
三
先
生
の

米
寿
、
古
希
、
還
暦
の
お
祝
い

事
が
重
な
り
同
門
生
が
集
ま
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、今
後
、

さ
ら
に
定
期
的
に
親
交
を
深
め

た
い
と
の
声
が
大
き
く
な
り
、

今
般
同
門
会
を
開
催
す
る
運
び

と
な
り
ま
し
た
。

だ
き
ま
し
た
。
続
い
て
研
究
室

の
歴
史
、
最
近
の
研
究
室
の
楽

し
い
活
動
と
竹
林
先
生
の
紹
介

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
全
員
の
集
合
写
真

を
撮
り
、
三
翠
会
館
に
会
場
を

移
し
て
懇
親
会
と
な
り
ま
し

た
。
中
北
氏
（
大
27
）
と
在
学

生
、
生
野
氏
（
生
10
）
の
司
会

進
行
で
懇
親
会
は
始
ま
り
、
開

会
の
挨
拶
を
伊
藤
氏
（
大
25
）

に
、
続
い
て
嶋
林
先
生
、
奥
村

先
生
、
竹
林
先
生
の
順
に
ご
挨

拶
を
い
た
だ
き
、
綺
麗
ど
こ
ろ

よ
り
花
束
の
贈
呈
と
な
り
ま
し

た
。乾
杯
の
発
声
を
杉
﨑
氏（
大

16
）
に
お
願
い
し
、
お
待
ち
か

ね
の
宴
会
に
入
り
ま
し
た
。
し

ば
し
歓
談
の
後
、
将
来
の
同
門

会
を
担
っ
て
い
た
だ
く
、
現
役

の
学
生
さ
ん
に
自
己
紹
介
、
研

究
テ
ー
マ
等
の
紹
介
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
大
先
輩
の
杉
本
氏

（
大
5
）、
小
川
女
史
（
大
30
）、

籠
谷
氏
（
大
43
）、南
女
史
（
大

50
）、
浜
地
氏
（
生
12
）、
大
河

内
女
史
（
生
12
）
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ

Ｇ
か
ら
昔
話
、
近
況
報
告
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
酒
は
進
み
、
話
は
弾
み
、
宴

た
け
な
わ
と
な
り
ま
し
た
が
、

楽
し
い
会
も
お
開
き
の
時
間
が

近
づ
き
、
応
援
歌
を
早
川
氏
、

中
北
氏
（
い
ず
れ
も
大
27
）
の

音
頭
で
声
高
ら
か
に
熱
唱
し
、

閉
会
の
締
め
を
平
田
氏
（
大

17
）
に
し
て
い
た
だ
き
お
開
き

と
し
ま
し
た
。
庶
務
幹
事
の
田

中
氏
（
大
25
）
か
ら
諸
事
連
絡

が
あ
り
、
随
時
散
会
と
な
り
ま

し
た
。

　
今
後
、
同
門
会
は
毎
年
春
分

の
日
前
後
に
開
催
し
、
同
門
会

の
交
流
を
深
め
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
因
み
に
来
年
は
三
月

二
二
日
（
日
）
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
今
か
ら
日
程
調
整
を
お

願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
来
る
人

は
拒
ま
ず
で
、
他
の
研
究
室
の

方
も
大
歓
迎
し
ま
す
。
多
数
の

参
加
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

	

古
山
順
啓
（
大
24
）



第 68 号	 三　　　翠　　　化　　　学	 令和	元	年	８	月	８	日　　　（4）

大
三
六
期
　
ミ
ニ
同
窓
会

　
二
〇
一
九
年
五
月
三
日
、
大

36
期
同
窓
生
九
人
が
名
古
屋
の

ミ
ニ
同
窓
会
に
参
集
。
元
々
は

幹
事
特
権
で
四
日
市
実
施
の
予

定
が
、
ミ
ニ
同
窓
会
発
案
者
Ｈ

君
の
ド
タ
キ
ャ
ン
疑
惑
が
発

生
。
有
無
を
言
わ
さ
ぬ
た
め
に

開
催
地
を
急
遽
名
古
屋
に
変

更
。
頼
む
よ
Ｈ
君
。

　
近
郊
同
窓
生
が
数
人
で
集

ま
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、

「
同
窓
会
」
の
名
目
で
集

ま
る
の
は
久
し
ぶ
り
で

す
。
家
庭
も
あ
り
、
ま

た
所
在
地
も
日
本
各
地

に
散
っ
て
い
る
の
で
集

ま
る
の
も
難
し
い
。
そ

の
割
に
名
古
屋
組
を
中

心
に
東
京
、
大
阪
か
ら

と
、
急
ご
し
ら
え
の
計

画
の
割
に
中
々
の
成
績

で
し
た
。
他
方
、
日
程

が
合
わ
ず
参
加
見
送
り

メ
ン
バ
ー
も
数
人
。
次

は
準
備
期
間
を
し
っ
か

り
取
っ
て
、
出
来
る
だ

け
沢
山
参
加
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
も
の
で
す
。
ま
た
、
こ
の

後
の
五
月
末
、
ミ
ニ
な
ら
ぬ
五

人
で
集
ま
っ
た
マ
イ
ク
ロ
同
窓

会
も
東
京
で
実
施
。
こ
こ
で
は

卒
業
以
来
三
〇
年
ぶ
り
の
再
会

が
あ
り
ま
し
た
こ
と
を
付
け
加

え
て
お
き
ま
す
。

　
交
流
が
あ
る
、
ま
た
久
し
ぶ

り
の
再
会
、
頻
度
に
差
は
あ
る

も
の
の
会
え
ば
ノ
リ
は
学
生
時

代
の
ま
ま
。
忘
れ
て
い
た
記
憶

も
一
人
が
口
火
を
切
れ
ば
鮮
明

に
思
い
出
し
ま
す
。
忘
れ
て
い

た
ほ
う
が
幸
せ
な
記
憶
ま
で
出

て
き
て
し
ま
っ
た
の
は
ご
愛

敬
。
小
畑
先
生
、
そ
の
節
は

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

我
々
も
五
〇
を
超
え
て
（
や
っ

と
）
大
人
に
な
っ
た
の
で
、
夜

遅
く
先
生
に
ご
迷
惑
を
お
か
け

す
る
事
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご

安
心
く
だ
さ
い
。

　
予
定
し
て
い
た
二
時
間
は

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
去
り
、

学
生
時
代
な
ら
下
宿
に
な
だ
れ

込
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
節
度
あ

る
大
人
の
我
々
と
し
て
は
そ
れ

ぞ
れ
が
家
路
に
。
と
言
い
た
い

と
こ
ろ
で
す
が
、
実
際
の
と
こ

ろ
当
て
も
な
く
次
の
場
所
を
探

し
、
見
当
た
ら
な
い
の
で
流
れ

解
散
で
し
た
。

　
こ
の
あ
た
り
の
無
計
画
さ
は

当
時
の
ま
ま
。
や
は
り
身
に
付

け
た
の
は
歳
と
皺
の
数
だ
け
の

よ
う
で
す
。
な
お
、
件
の
Ｈ
君

は
恒
例
の
泥
酔
一
歩
手
前
で
帰

路
に
つ
き
ま
し
た
。
何
で
家
に

辿
り
着
け
る
か
未
だ
に
不
思
議

で
す
。

　
会
社
の
仲
間
に
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
大
学
の
友
人
と
集
ま
る

こ
と
は
あ
る
も
の
の
、
い
わ
ゆ

る
学
科
の
同
窓
会
は
あ
ま
り
無

い
と
聞
き
ま
し
た
。
た
だ
の
同

級
生
に
終
わ
ら
ず
、
生
涯
の
友

人
で
い
ら
れ
る
、
先
輩
後
輩
の

つ
な
が
り
が
あ
る
、
そ
ん
な
三

翠
の
良
き
伝
統
を
こ
れ
か
ら
も

大
事
に
し
て
ゆ
き
た
い
も
の
で

す
。

　
二
〇
一
八
年
一
〇
月
三
一

日
、
研
究
室
対
抗
ス
ポ
ー
ツ

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
鬼

頭
健
人
氏
を
は
じ
め
と
し
た

栄
養
化
学
研
究
室
の
方
々
が

企
画
、
運
営
を
し
て
下
さ
い

ま
し
た
。
六
チ
ー
ム
の
総
当

た
り
戦
で
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

と
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
し

ま
し
た
。
先
生
方
も
参
加
し

て
く
だ
さ
る
チ
ー
ム
も
あ

り
、
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
中
に
は
久
し
ぶ
り
の
運

動
で
足
を
怪
我
し
て
し
ま
っ

た
先
生
も
い
る
ほ
ど
で
し

た
。
研
究
室
内
、
研
究
室
間

と
の
交
流
も
深
ま
り
と
て
も

よ
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
行

わ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
、
大

き
な
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
寄
贈
し

て
く
だ
さ
っ
た
同
窓
会
の

方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
私
は
、
現
研
究
科
長
の
奥
村

克
純
先
生
の
指
導
の
元
、
平
成

一
四
年
三
月
に
生
物
資
源
学
研

究
科
で
博
士
の
学
位
を
取
得
し

ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
神
戸
の

理
化
学
研
究
所
、
フ
ロ
リ
ダ
州

立
大
学
、
熊
本
大
学
、
三
重
大

学
医
学
部
と
研
究
の
場
を
移
し

て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
平
成

三
一
年
三
月
一
日
に
生
物
資
源

学
研
究
科
の
准
教
授
と
し
て
着

任
し
ま
し
た
。

　
神
戸
の
理
化
学
研
究
所
に
赴

任
が
決
ま
っ
た
一
七
年
前
の
平

成
一
四
年
三
月
、
こ
れ
か
ら
研

究
者
と
し
て
の
道
を
進
ん
で
い

く
こ
と
へ
の
期
待
や
不
安
と
共

に
、
入
学
以
来
九
年
間
も
過
ご

し
た
生
物
資
源
学
部
を
去
る
こ

と
に
少
し
寂
し
い
思
い
で
い
た

こ
と
が
今
で
も
は
っ
き
り
と
思

い
出
さ
れ
ま
す
。
こ
の
度
、
教

員
と
し
て
出
身
の
生
物
化
学
研

究
室
（
現
分
子
細
胞
生
物
学
研

究
室
）
で
教
育
・
研
究
に
携
わ

る
機
会
を
得
ら
れ
ま
し
た
こ
と

に
、
大
き
な
喜
び
を
感
じ
て
お

り
ま
す
。
学
生
時
代
に
お
世
話

に
な
っ
た
先
生
方
を
は
じ
め
、

皆
様
に
は
温
か
く
お
迎
え
い
た

だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
母
校
に
勤
務
す
る
幸
せ

を
実
感
す
る
毎
日
で
す
。

　
私
は
こ
れ
ま
で
一
貫
し
て
、

細
胞
の
中
に
あ
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
構

造
変
化
に
つ
い
て
研
究
し
て
き

着
任
の
ご
挨
拶�

竹
林
慎
一
郎

ま
し
た
。
専
門
用
語
で
は
、「
エ

ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
」
と
呼
ん

で
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
遺
伝
子

の
オ
ン
と
オ
フ
を
調
節
し
細
胞

の
機
能
を
正
常
に
維
持
し
て
い

く
た
め
に
必
要
な
仕
組
み
で

す
。
こ
の
仕
組
み
が
う
ま
く
働

か
な
く
な
る
と
、
様
々
な
病
気

の
原
因
に
な
る
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン

ス
の
分
野
で
は
、
研
究
を
進
め

る
た
め
に
必
要
な
ス
キ
ル
は
急

速
に
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

技
術
革
新
は
目
覚
ま
し
く
、
少

し
で
も
気
を
抜
い
て
い
る
と
浦

島
太
郎
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
細
胞
の
中
で

働
い
て
い
る
数
万
と
い
う
遺
伝

子
や
タ
ン
パ
ク
質
分
子
を
網
羅

的
に
解
析
で
き
る
オ
ミ
ク
ス
技

術
が
登
場
し
、
最
近
流
行
り
の

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
私
た
ち
の
分

野
で
も
扱
う
必
要
も
出
て
き
ま

し
た
。

　「
最
近
の
若
者
は
…
…
」
と

い
う
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
意
見
が
い

つ
の
時
代
に
も
あ
り
ま
す
が
、

学
生
た
ち
は
最
先
端
の
物
事
に

敏
感
で
、
変
化
を
受
け
入
れ

る
の
が
得
意
で
す
。
一
〇
年
、

二
〇
年
後
の
研
究
室
の
姿
を
思

い
描
き
な
が
ら
、
教
科
書
に
も

載
っ
て
い
な
い
新
し
い
研
究
手

法
を
学
生
た
ち
と
共
に
積
極
的

に
学
び
、
取
り
入
れ
続
け
る
こ

と
で
、
研
究
に
新
し
い
流
れ
を

つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
研
究
室
に

お
い
て
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て

き
た
技
術
や
知
識
も
大
切
に
し

な
が
ら
、
伝
統
あ
る
研
究
室
を

発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
共
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
平
成
三
一
年
三
月
三
〇
日

（
土
）
に
栄
養
化
学
研
究
室
の

同
門
会
を
津
駅
西
口
の
伊
勢
門

に
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
教

員
で
は
、
古
市
幸
生
前
教
授
、

梅
川
逸
人
教
授
、
西
尾
昌
洋
准

教
授
、
栗
谷
健
志
助
教
が
参
加

し
、
総
勢
四
七
名
が
集
ま
り
旧

友
と
歓
談
し
ま
し
た
。

　
栄
養
化
学（
栄
養
機
能
工
学
）

研
究
室
お
け
る
、
故
人
で
あ
る

高
橋
孝
雄
教
授
に
師
事
し
た
学

生
と
古
市
先
生
・
梅
川
先
生
に

師
事
し
た
若
手
（
中
高
年
）
学

生
と
西
尾
・
栗
谷
先
生
に
師
事

し
た
若
手
学
生
と
を
繋
ぐ
架
け

橋
と
し
て
栄
養
化
学
同
門
会
が

役
割
を
に
な
っ
て
い
ま
す
。
栄

養
化
学
教
員
は
、
自
分
達
の
先

輩
（
同
門
）
で
あ
り
先
輩
・
後

輩
関
係
も
脈
々
と
引
き
継
い
で

い
ま
す
。
例
え
ば
、
ア
ッ
セ
イ

が
自
分
で
は
出
来
な
い
時
に

は
、
先
輩
（
後
輩
）
で
あ
る
栄

養
化
学
研
究
室
の
教
員
に
頼
っ

て
や
っ
て
し
ま
う
と
い
う
、
良

い
意
味
で
大
学
時
代
を
自
分
の

生
活
に
取
り
込
ん
で
い
ま
す
。

　
古
市
先
生
・
梅
川
先
生
の
挨

拶
と
乾
杯
の
後
、
同
門
生
全
員

か
ら
の
今
の
所
属
と
一
言
を
頂

き
ま
し
た
。
先
輩
と
後
輩
の
昨

今
の
現
状
を
お
互
い
に
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
同
門
会
で
し
た
が
、
皆
が
教

官
と
一
つ
の
目
標
（
論
文
）
に

突
き
進
ん
だ
学
生
時
代

を
振
返
り
、
明
日
の
目

標
を
設
定
す
る
こ
と
が

で
き
た
と
疑
わ
な
い
貴

重
な
時
間
で
し
た
。	

　
最
後
に
、
佐
野
秀
人

さ
ん
（
大
42
）
の
掛
け

声
と
と
も
に
三
重
大
学

応
援
歌（
農
芸
化
学
版
）

を
全
員
で
肩
を
組
み
合

い
歌
い
ま
し
た
。
応
援

歌
の
風
情
は
今
の
学
生

達
に
は
な
い
こ
と
で
、

同
門
一
同
の
こ
れ
か
ら

を
祈
念
す
る
と
い
う
心

情
を
若
手
学
生
に
も
伝

え
続
け
て
行
け
た
ら
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
は
、
梅
川
先
生
の
声
掛

け
か
ら
は
じ
ま
り
ま
し
た
が
、

次
回
は
、
梅
川
先
生
が
退
職
後

の
令
和
四
年
に
栄
養
化
学
同
門

会
を
開
く
と
い
う
こ
と
も
決
ま

り
ま
し
た
。
次
回
も
盛
大
に
開

催
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す

の
で
、
栄
養
化
学
（
栄
養
機
能

工
学
）
研
究
室
の
出
身
者
で
今

回
の
同
門
会
の
連
絡
が
な
い
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、

栄
養
化
学
ま
で
ご
連
絡
を
く
だ

さ
い
。

	

西
尾
昌
洋
（
大
42
）

　
平
成
三
〇
年
一
〇
月
一
日
付

で
生
物
圏
生
命
科
学
専
攻
・
生

命
機
能
化
学
講
座
・
栄
養
化
学

教
育
研
究
分
野
の
助
教
に
着
任

い
た
し
ま
し
た
。

　
私
は
三
重
県
の
出
身
で
、
三

重
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科

を
修
了
し
た
の
ち
同
生
物
資
源

学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
に
進

学
し
、
平
成
二
十
八
年
に
奥
村

克
純
先
生	

（
分
子
細
胞
生
物
学

教
育
研
究
分
野
教
授
、
現
・
生

物
資
源
学
研
究
科
長
）	

の
ご
指

導
の
も
と
学
位
を
取
得
い
た
し

ま
し
た
。

　
そ
の
期
間
は
生
命
現
象
の
基

本
過
程
で
あ
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
複
製
を

制
御
す
る
機
構
の
解
明
を
中
心

に
、
細
胞
や
動
物
を
用
い
て
研

究
を
行
っ
て
お
り
、
同
研
究
室

出
身
の
故
緒
方
進
先
生
や
竹
林

慎
一
郎
先
生
を
は
じ
め
と
し
た

多
く
の
先
生
方
か
ら
ご
指
導
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
。
学

位
取
得
後
、
当
時
生
物
資
源
学

研
究
科
長
を
務
め
て
お
ら
れ
た

梅
川
逸
人
先
生	

（
栄
養
化
学
教

育
研
究
分
野
教
授
）	

の
も
と
、

食
品
と
地
域
貢
献
に
関
わ
る
研

究
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
現
在
の
研
究
テ
ー
マ
は
、
食

品
や
そ
の
材
料
に
含
ま
れ
る
成

分
の
分
析
と
、
そ
の
機
能
性
を

細
胞
や
動
物
を
用
い
て
明
ら
か

に
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
一
つ

と
し
て
、
自
身
の
出
身
で
あ
る

三
重
県
大
台
町
と
の
共
同
研
究

に
お
い
て
、
未
利
用
資
源
を
有

効
活
用
し
た
特
産
品
の
茶
葉
に

含
ま
れ
る
成
分
の
機
能
性
の
研

究
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
そ
れ

ま
で
と
分
野
が
異
な
る
こ
と
で

研
究
の
幅
が
広
が
り
、
培
っ
て

き
た
こ
と
も
活
か
せ
る
栄
養
化

学
教
育
研
究
分
野
に
正
式
に
採

用
い
た
だ
い
た
こ
と
を
本
当
に

嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　
学
生
時
代
か
ら
現
在
に
至
る

ま
で
、
私
は
素
晴
ら
し
い
先
生

方
か
ら
ご
指
導
い
た
だ
く
機
会

に
恵
ま
れ
、
そ
の
よ
う
な
教
育

者
・
研
究
者
に
な
る
と
い
う
目

標
が
あ
り
ま
す
。
研
究
を
地
道

に
積
み
重
ね
て
い
く
と
と
も

に
、
学
生
と
信
頼
関
係
を
構
築

し
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通

し
て
主
体
性
や
考
え
る
力
を
引

き
出
せ
る
よ
う
な
指
導
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
同
教
育
研
究
分
野
の
西
尾

昌
洋
先
生
と
密
に
連
携
し
て
研

究
室
を
運
営
し
、
多
く
の
方
か

ら
の
教
え
を
活
か
し
本
学
の
さ

ら
な
る
発
展
と
地
域
貢
献
の
た

め
に
精
進
い
た
し
ま
す
。
皆
様

に
は
今
後
と
も
、
ご
指
導
・
ご

鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

栄
養
化
学
研
究
室
同
門
会

	

東
海
支
部
で
は
東
海
三
県
に

お
住
ま
い
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心

に
年
三
、
四
回
、
親
睦
を
兼
ね

た
懇
親
会
を
開
催
し
て
お
り
ま

す
。
懇
親
会
で
は
各
々
の
近
況

を
お
話
し
い
た
だ
く
他
、
開
催

時
に
お
誕
生
月
の
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
バ
ー
ス
デ
ー
プ
レ
ー

ト
と
共
に
お
誕
生
日
を
お
祝
い

し
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
今
回
は
い
つ
も
親
睦

会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
ご
参
加

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
一
般
財

団
法
人
招
鶴
亭
文
庫
の
大
橋
一

弘
さ
ん（
大
12
）が
作
成
さ
れ
た

「
江
戸
時
代
の
酢
造
り
工
程
と

酢
造
り
の
装
置
・
道
具
」
を
ご

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
大
橋
さ
ん
は
長
き
に
わ
た
り

ミ
ツ
カ
ン
に
勤
務
さ

れ
、
現
在
は
同
文
庫

に
お
勤
め
に
な
ら
れ

て
お
ら
れ
ま
す
。
同

文
庫
で
は
古
文
書
を

通
じ
て
江
戸
時
代
の

酢
造
り
の
方
法
を
研

究
さ
れ
、
そ
の
内
容

を
「
江
戸
時
代
の
酢

造
り
工
程
と
酢
造
り

の
装
置
・
道
具
」に
ま

と
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
酢
造
り
の
工
程
は

一
般
に
は
馴
染
み
の
な
い
も
の

で
す
が
、
江
戸
時
代
の
製
造
工

程
を
誰
が
見
て
も
分
か
り
や
す

い
文
章
に
ま
と
め
ら
れ
て
お

り
、
作
業
も
一
目
見
て
分
か
る

よ
う
な
穏
や
か
な
挿
絵
が
多
数

ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
な

ん
と
こ
の
写
真
の
挿
絵
も
大
橋

さ
ん
の
手
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
私
は
酢
が
作
ら
れ
る
ま
で
の

工
程
を
大
学
の
授
業
で
理
解
し

て
い
た
つ
も
り
で
し
た
が
、
江

戸
時
代
の
お
酢
は
酒
粕
を
原
料

に
作
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
工
程

の
複
雑
さ
に
大
変
驚
き
ま
し
た
。

原
料
や
資
材
も
無
駄
な
く
最
後

ま
で
利
用
さ
れ
て
お
り
、
エ
コ

ロ
ジ
ー
と
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
両
立

が
と
て
も
素
晴
ら
し
く
、
こ
の

よ
う
な
技
術
が
江
戸
時
代
に
確

立
さ
れ
た
こ
と
を
初
め
て
知
り

ま
し
た
。
ま
た
知
多
半
島
で
で

き
た
酢
が
江
戸
や
駿
河
、
伊
豆

を
広
く
流
通
し
て
い
た
こ
と
も

こ
の
冊
子
で
勉
強
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
お
休
み
に
は
ご
家
族

揃
っ
て
Ｍ
Ｉ
Ｚ
Ｋ
Ａ
Ｎ	

Ｍ
Ｕ

Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
（
ミ
ツ
カ
ン
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
）
へ
足
を
運
ば
れ
て
は

い
か
が
で
す
か
。
直
接
大
橋
さ

ん
に
お
話
を
お
聞
き
に
な
り
た

い
方
は
是
非
と
も
東
海
支
部
懇

親
会
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
東
海
支
部
懇
親
会
は
ど
な
た

様
の
ご
参
加
も
歓
迎
い
た
し
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

	

吉
田
小
百
合（
大
45
、生
５
）

三
翠
化
学
会
東
海
支
部 

懇
親
会
だ
よ
り

写真協力　一般財団法人招鶴亭文庫

着
任
の
ご
挨
拶
と
自
己
紹
介�

栗
谷
健
志


